
常任委員会

総務部、会計局、選挙管理
委員会、人事委員会、監査
委員及び公安委員会の所
管に属する事務に関する
事項並びに他の常任委員
会の所管に属しない事項
を所管します。        

西川 均　／松本 宗弘
大国 正博／清水 勉
中野 雅史／小林 照代
山本 進章

定数９名

委員長
岩田 国夫
（自民党奈良）

委 員

副委員長
藤野 良次
（新政なら）

小村 尚己／浦西 敦史
池田 慎久／井岡 正徳
奥山 博康／猪奥 美里

委員長
山村 幸穂
（日本共産党）

委 員

副委員長
佐藤 光紀
（日本維新の会）

樋口 清士／植村 佳史
川口 延良／中川 崇
太田 敦　／森山 賀文

委員長
小泉 米造
（自民党奈良）

委 員

副委員長
和田 恵治
（創生奈良）

山中 益敏／小林 誠
田中 惟允／国中 憲治
粒谷 友示／秋本 登志嗣
川口 正志

委員長
荻田 義雄
（自民党奈良）

委 員

副委員長
田尻 匠
（新政なら）

亀甲 義明／乾 浩之
阪口 保　／米田 忠則
出口 武男／今井 光子

委員長
尾﨑 充典
（新政なら）

委 員

副委員長
中村 昭

（自民党奈良）

福祉医療部の所管に属
する事務に関する事項
を所管します。

定数8名

水循環・森林・景観環境
部、産業・観光・雇用振興
部、食と農の振興部、労働
委員会及び内水面漁場管
理委員会の所管に属する
事務に関する事項を所管
します。 定数9名

県土マネジメント部、
水道局及び収用委員
会の所管に属する事務
に関する事項を所管し
ます。

定数９名

文化・教育・くらし創造
部及び教育委員会の所
管に属する事務に関す
る事項を所管します。

定数8名

総務警察委員会 厚生委員会 経済労働委員会 建設委員会 文教くらし委員会
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奈良

議会運営委員会
議会の運営に関する事項、議会の会議規
則、委員会に関する条例等に関する事項
並びに議長の諮問に関する事項などを所
管します。

委員数10名委員長
奥山 博康
（自民党奈良）

副委員長
西川 均

（自民党奈良）
樋口 清士／植村 佳史／大国 正博／太田 敦
佐藤 光紀／阪口 保　／国中 憲治／森山 賀文

委　員

小林 誠
（日本維新の会）

田尻 匠
（新政なら）

山本 進章
（創生奈良）

議長

乾 浩之
（自民党奈良）

副議長

新しい正副議長、
各委員会の委員が決まりました

議員から選任する
監査委員

特 別 委 員 会

観光力の向上に関する
ことを調査並びに審査し
ます。

定数8名

南部・東部地域の振興に
関することを調査並びに
審査します。

定数９名

少子化対策及び女性の
活躍促進に関することを
調査並びに審査します。

定数9名

防災力向上及び県土の
強靱化に関することを調
査並びに審査します。

定数8名

地域公共交通対策等に
関することを調査並びに
審査します。

定数8名

観光振興対策
特別委員会

南部・東部地域振興
対策特別委員会

少子化対策・女性の
活躍促進特別委員会

総合防災対策
特別委員会

地域公共交通対策等
特別委員会

樋口 清士／乾 浩之
佐藤 光紀／中野 雅史
岩田 国夫／藤野 良次

委員長
松本 宗弘
（自民党絆）

委 員

副委員長
和田 恵治
（創生奈良）

亀甲 義明／田中 惟允
国中 憲治／秋本 登志嗣
今井 光子／森山 賀文
川口 正志

委員長

委 員

副委員長

植村 佳史／奥山 博康
山村 幸穂／猪奥 美里
米田 忠則／出口 武男

委員長
阪口 保
（創生奈良）

委 員

副委員長
小林 誠

（日本維新の会）

小村 尚己／池田 慎久
小林 照代／尾﨑 充典
小泉 米造／中村 昭

委員長
清水 勉

（日本維新の会）

委 員

副委員長
山中 益敏
（公明党）

川口 延良／大国 正博
井岡 正徳／荻田 義雄
粒谷 友示／田尻 匠

委員長
太田 敦

（日本共産党）

委 員

副委員長
浦西 敦史
（創生奈良）

西川 均
（自民党奈良）

中川 崇
（日本維新の会）
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代 表 質 問6月定例会

新型コロナウイルス感染症に対応
するため、PCR検査体制の拡充や入

院病床の確保など、今後の感染拡大防止
策や、医療提供体制の強化をどのように
進めていこうとしているのか。

感染拡大防止のため、検査対象を
拡大し、ドライブスルー検査の導

入や発熱外来クリニックの開設などに
より検体採取の場を増やすとともに、
保健研究センターの体制強化などに
より判定処理件数も高めている。さら
に発熱外来認定制度も導入した。
　また、再度の感染拡大時にも、感染
した全ての方の入院治療ができるよ
う、感染の流行に合わせ柔軟に対応し、
感染まん延時には５００床の病床を確
保する。そのうち、重
症患者に対応できる
病床を２５床確保する。

いけだ　のりひさ 

今後の感染拡大防止策と
医療提供体制の強化
について
池田 慎久 議員 （自由民主党）

問

●新型コロナウイルス感染症対策●医
療機関における医療物資の確保●本県経済の活性化への
取組●県観光の力強い回復を目指した観光振興策の展開
●教育のＩＣＴ化●高校生の部活動における全国大会の代
替県大会の開催●自転車の幼児用座席の年齢制限の緩和

他の質問項目

答

発熱外来クリニック（イメージ）

児童生徒の学びを保障するため、休
校していた間の授業の遅れに対して

どのように対応しようと考えているのか。ま
た、特に進路の指導への配慮が必要となる
小学６年生や中学３年生に対しては、特別な
手立てが必要であると考えるがどうか。

臨時休業中の自宅学習で活用でき
るよう、授業動画を収めたDVDを

公立中学３年生全員に配付した。また、授
業日数確保のため、長期休業期間短縮
や行事の見直し等を行う。さらに、高校
入試の出題範囲を削減し、受験勉強の負
担を軽減する。なお、削減した範囲につ
いては、オンライン授業を配信すること
により、学ぶ機会を確保したい。このほか
小学６年生や中学３年生での少人数学級
編制のため、教員の増
員や、教育活動を支援
するための学習指導
員の配置を行う予定。

こいずみ　よねぞう

臨時休校による
授業の遅れへの
対応について
小泉 米造 議員 （自民党奈良）

問

●抗体検査を活用した感染防
止対策●感染症収束後の観光振興●新型コロ
ナと共存する時代の東アジア地方政府会合の
今後●災害時の避難所における感染症対策
●生活困窮者への支援●がんゲノム医療体制

他の質問項目

答

自宅学習用DVD画面

２月定例会で決議した国体の招致について、
今後どのように準備を進めようとしているの

か。また、２０３０年の国体開催と、その先の将来を見
据えた新たなスポーツ拠点施設の整備について、現
在の進捗状況と、今後の進め方について伺いたい。

国体の招致については、県議会の決
議を受け、８月中に国等に開催要望書

を提出し、今年度中に県・市町村や県スポ
ーツ協会等で構成する準備委員会を設立
する予定。国体主会場ともなる新たなスポ
ーツ拠点施設については、橿原市長から市
立橿原運動公園と県立橿原公苑の一体的
な施設整備を県と協力して進めたいという
要望があったので、協議の場を設定する覚
書締結を市に提案している。このような大
プロジェクトは互いに同じ方向を向いて知
恵を絞り、各々の議会に
も説明し、段階的に協議
を進めることが大切で
あると考えている。

やまもと　のぶあき 

国体の招致と新たな
スポーツ拠点施設の
整備について
山本 進章 議員 （創生奈良）

問

●更生支援の取組の現状と課
題●薬事研究センター●新たな森林環境管
理の推進●全国高等学校野球選手権大会の
代替として開催される奈良県大会●特殊詐欺

他の質問項目

答

橿原公苑陸上競技場

文化芸術活動を守るため、文化芸
術に携わる方々への支援はどうか。

このほか、小規模事業者に対する支援に
ついて、伺いたい。

例年秋に実施している奈良県大
芸術祭・障害者大芸術祭等を感

染状況に留意しつつ、工夫を凝らし
て開催するなど、引き続き、県が率
先して芸術文化活動の機会の創出
に努める。また、国の２次補正予算
で決定された文化芸術活動費に対
する支援について、県内文化団体を
通じてイベント関係者等に情報提供
し積極的な活用を促す。一方、小規
模事業者への支援については、県
内中小企業等による感染を防ぐ設
備等の導入や売上
回復に向けた新た
な取組を支援する
こととしている。

いおく　　みさと

文化芸術に携わる
方々や小規模事業者
への支援について
猪奥 美里 議員 （新政なら）

問

●公衆衛生医師の確保●種苗
法の改正及び種子の安定供給●家庭的養育
の推進●高校入試に向けた取組

他の質問項目

答

奈良県大芸術祭・障害者大芸術祭

新型コロナウイルスの影響により、女
性は、雇用悪化に伴う経済的困窮や

DV、家事負担の増加などで困難な立場に置
かれていると考えるが、このような課題にど
のように取り組み、女性を支援していくのか。

勤務先の休業や外出自粛等に伴い、
県の窓口にも収入減少や家族関係

でのストレス、家事負担増に悩む女性から
の相談があった。こうした影響を踏まえ、
まずは、女性の経済的自立への支援とし
て、ニーズに寄り添った就職相談やセミナ
ーの実施等により確実な就労に結びつけ
る。また、不安定な社会経済情勢の下でも
女性をＤＶ等の暴力から守るため、オンラ
イン相談の導入など、相談しやすい環境
改善を図る。さらに、仕事
と家庭の負担を男女がと
もにわかち合えるようテ
レワークなど柔軟な働き
方の導入を支援する。

こばやし　  てるよ

コロナ禍における
ジェンダー平等への
取組について
小林 照代 議員 （日本共産党）

問

●新型コロナウイルス感染症
の影響を踏まえた地域医療構想●新型コロ
ナウイルス感染症と障害者施策●介護事業
所への支援

他の質問項目

答

令和元年１０月台風による市街地
の被害状況を踏まえ、大和川水系

の人口集中地区では堤防強化や河川整
備計画見直し等が必要と考える。昨今の
気候変動による影響も踏まえ、どのよう
に進めていくのか。

大和川では過去の水害から河川
整備計画に基づき「ながす対策」と

「ためる対策」を実施しているが、河道
掘削等の「ながす対策」は亀の瀬という
最大のネックがある。そのため「ためる
対策」が主流で、市町と連携し、貯留施
設の整備等、内水被害の解消に取り組
んでいる。さらに、百年に一度の大雨に
備えるようグレードアップも検討。ま
た、王寺のような人口集中地区では、拡
幅も含めた堤防の
強化等「まもる対策」
も必要であり、進め
ていきたい。

しみず　つとむ 

人口集中地区を
対象とした洪水対策
について
清水 勉 議員 （日本維新の会）

問

●緊急事態宣言発令時の休業
要請のあり方●新型コロナウイルス感染症を
契機としたテレワークの推進●マイナンバー
カードの普及拡大●奈良県大規模広域防災
拠点の早期整備

他の質問項目

答

ためる対策とながす対策（イメージ）

　次の定例会開会までに議会ホームページに掲載します。
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災害時の避難所において、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、マスクや消毒液

等の衛生資材の確保が必要と考えるが、県はどの
ように取り組むのか。また、避難所運営について、
市町村にどのように支援しようと考えているのか。

避難所は市町村が開設・運営するが、
県では市町村からの要請に備え、食料

や飲料水、生活必需品などを備蓄。今回の
補正予算で、感染症対策のため、新たにマ
スク、消毒液、間仕切りや段ボールベッドな
ども調達し備蓄を充実。また、避難所内の３
密を避けるレイアウトや避難者の健康チェ
ック方法など、感染予防と拡大防止を徹底
するための実践的な手法を例示したガイド
ラインをとりまとめ、市町村に周知した。今
後も避難所の感染症対策の徹底に向け、ガ
イドライン見直しや必要
な物資を確保するなど、
市町村の適切な避難所
運営を支援していく。

やまなか　ますとし 

避難所における
感染症対策の
強化について
山中 益敏 議員 （公明党）

問

●新型コロナウイルス感染症対
策を踏まえた県職員の働き方●オンライン診
療の活用●観光需要の喚起●ＧＩＧＡスクール
構想●国が行う「家賃支援給付金」への上乗せ
支援

他の質問項目

答

間仕切りをした避難所

平成３０年度に確認された５４８件
のうち、世帯収入を過少申告した

ものが約９８％であった。不正事案を
放置することは制度への信頼を損な
いかねないため、悪質なものは告訴
等を含め厳正な対応をする必要があ
ると考えている。また、不正受給の実
態を把握するため、福祉事務所へのヒ
アリング調査を行う予定。

答

全国的には生活保護の不正受給は
減少傾向にあるが、奈良県では件数、

金額ともに増加している。どのように認識
しているのか。

さとう　  みつのり 

生活保護の
不正受給について

佐藤 光紀 議員 （日本維新の会）

問

● 新型コロナウイルス感染症への対応
他の質問項目

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち
込んだ県南部・東部地域の観光需要の喚起に

向け、今後県としてどのように取り組んでいくのか。
感染症の再拡大を防ぎつつ、観光需要を
掘り起こすため、県民の県内宿泊料金等を

最大７割程度割引くキャンペーンを実施する。ま
た、南部・東部地域に数多く存在している良質な
温泉、豊かな自然、文化遺産などを活用し、３密
を避ける新たな生活様式を意識した周遊を促す
商品造成などにも取り組み、県の魅力再発見に
もつなげる。さらに、この地域のPR動画作成な
ど、プロモーション活動も積極的に進める。

答

うらにし　 あつし

南部・東部地域に
おける観光需要の
喚起について
浦西 敦史 議員 （創生奈良）

問

●ひとり親家庭への支援の
強化●奈良県産材の利用促進●県道五條
吉野線阿知賀工区の整備状況

他の質問項目

奈良の歴史文化資源の海外発信と
物販の一体的な展開について、これ

までの取組をどのように評価しているの
か。また、今後どのように進めていくのか。

フランスやイギリスでおん祭りの披露や仏
像展示を行い、世界有数の有識者に高い

評価をいただいた。また、奥深い奈良の歴史文
化と県産品や伝統工芸品を合わせてPRするこ
とで、観光や産業を含めた奈良の魅力を発信す
ることができた。現地メディアからも高い評価
を得られ、参加の県内事業者からも海外販路の
可能性を感じられたと聞いている。今後、欧州に
続く新たな開催地を検討し、交渉を開始したい。

答

いわた　　くにお

歴史文化資源の
海外発信と物販の
一体的な展開について
岩田 国夫 議員 （自民党奈良）

問

●農業問題●介護職員への支援
●林業・木材産業の振興●県道天理環状線の整備
他の質問項目

数多くの貴重な文化財を有する本県に
おいて、奈良県文化財防火対策推進条

例の制定により、今後の文化財の防火対策に
どのように取り組んでいこうとしているのか。

木造の文化財を多く有する本県に
おいて、火災から文化財を守り、次

世代に継承するため、全国でも例のな
い、防火に特化した条例を制定。これによ
り、文化財所有者の責務を明確にすると
ともに、県は防火設備の設置・改修のた
めの支援を行う。また、関係者と連携した
啓発や消火訓練の充実も図っていく。

答

いおか　  まさのり

文化財の防火対策
について

井岡 正徳 議員 （自由民主党）

問

●県域水道一体化●本県で
の国による道路や河川整備の取組●流域
下水道事業への公営企業会計の導入

他の質問項目

地域医療機関に対する財政支援の
さらなる増額を国に求めるとともに、

県も支援すべきだと考えるがどうか。
医療従事者等の絶大な努力により万全
の体制が確保され、適切な医療が提供

されたことに感謝している。このような取組
を支援するため、医療機器の整備や専用病
床の確保、院内感染防止に対し補助する。ま
た、医療従事者への激励金の支給等を行う。
さらに、この感染症が医療機関の経営に与え
た影響を調査し、その結果を国への要望に活
用するなど、医療機関の支援につなげたい。

答

やまむら　 さちほ 

今後の感染拡大防止に
向けた検査体制等の
強化について
山村 幸穂 議員 （日本共産党）

問

●感染拡大の影響を踏まえた県政運営●地
域経済の活性化に向けた中小企業や個人事業主への支援●文化芸
術分野への支援●感染症対策を踏まえた学校教育活動の再開 

他の質問項目

県の広報の強化のためには、複数の
メディアを、その特性を踏まえて活

用し、情報発信をデザインすることが必要。
クロスメディア戦略の観点も含め、現在の
取組と今後の取組方針について伺いたい。

広報誌、ホームページやＳＮＳなど多
様な媒体をできるだけミックスして、

広報を展開しているほか、各部局の公表
案件をとりまとめ、わかりやすく広報する
ことにも心がけている。また、「県民だよ
り奈良」の表紙のメッセージは、いつも書
き込むなど、県の広報として、心がこもっ
たものとなるよう努力している。

答

ひぐち　 きよひと

戦略的広報について

樋口 清士 議員 （自由民主党）

問

●行政政策におけるスマー
ト化●土砂災害対策
他の質問項目

公共交通における感染防止対策と
事業継続のための支援について、

どのように考えているのか。
安心して利用してもらえるよう、感
染防止対策への国の助成措置の活

用を促すとともに、タクシーなど中小企
業者等の感染防止設備導入経費等に対
して支援する。また、収入減少により納
税が困難な場合に、徴収猶予の特例制
度が適用できるほか、中小企業者には
固定資産税等の軽減措置も設けてお
り、影響を緩和できればと考えている。

答

たじり　たくみ 

地域公共交通機関
への支援について

田尻 匠 議員 （新政なら）

問

●事業者への金融支援●医
療関係への支援●観光政策●警察官の
感染予防対策等

他の質問項目

一 般 質 問6月定例会 質問と答弁の全文を掲載した会議録を、　

●演台へのアクリル板設置
●出席者の間隔確保
●会議中の扉開放
●手指消毒、マスク着用
●小まめな消毒
　などを行っています。

県議会の感染症対策
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４月臨時会の概要
　議員選挙後以外では、１１年ぶりとなる臨時会を4月28日に開催しました。荒井知事から、新型コロナ
ウイルス感染症への対応に係る総額約１１０億円の補正予算案などが提出され、提案理由説明の後、議
案の付託を受けた常任委員会での審査を経て、いずれも全会一致で原案どおり可決や承認をしました。
　また、議員からは、この財源の一部に充当するための議員報酬減額に係る条例改正案を提出し、全会
一致で可決しました。
　なお、この臨時会に先立ち開催した建設委員会においても、感染症の影響と対策について審査を行
いました。
　このほか、感染症対策に関する事項の協議や調整を行うため、「奈良県議会新型コロナウイルス感染
症対策会議」の設置を決定し、閉会後に第1回会議を開催しました（6月定例会閉会までに、7回開催）。

　第３４２回目となる６月定例会を、６月１８日から７月３日までの１６日間の
日程で開催しました。今定例会には、知事から条例案など37議案が提出さ
れ、議員から奈良県議会委員会条例改正案を提出しました。
　開会日には、荒井知事から提案理由説明があり、その後、４日間にわたっ
て１４人の議員が代表質問や一般質問を行いました。また、各常任委員会
を開催し、付託議案の審査を行いました。
　閉会日には、各常任委員長報告の後、提案のあった議案について、いず
れも原案どおり可決、承認、同意及び報告受理しました。さらに、各特別委
員長から、所管事項の調査並びに審査の経過について、中間報告がありま
した。
　また、同日に行った正副議長選挙により、議長に山本進章議員を、副議
長に乾浩之議員を選出したほか、議会運営委員会、常任委員会並びに特
別委員会の正副委員長及び委員の選出も行いました。

６月定例会の概要
　この定例会では、意見書３件を可
決しました。
　意見書は、内閣総理大臣のほか
関係大臣などに提出しました。
【意見書】
●道路整備などの社会資本整備を
計画的かつ着実に実施するため
に必要な措置を求める意見書

●新型コロナウイルス対策の抜本
的強化を求める意見書

●国勢調査の実施に際して、十分な
安全対策を求める意見書

国への意見書

県議会では、公職選挙法を遵守し、虚礼廃止の実をあげるため、選挙区内の香典を一切行わないことで申し合わせています。

４月臨時会　議決結果
項　目 件数 件 　　　名 議決結果

1件
２件
１件

１件

１件

令和２年度奈良県一般会計補正予算（第１号）
奈良県新型コロナウイルス感染症対策基金条例　等
地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について

奈良県議会議員の議員報酬額、費用弁償額及び期末手当の額並びに
その支給条例の一部を改正する条例

地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について

原案可決
原案可決
原案承認

原案可決

原案承認

令和２年度議案

令和元年度議案

6月定例会　議決結果
項　目 件数 件 　　　名 議決結果

令和２年度奈良県一般会計補正予算（第３号）　等
奈良県文化財防火対策推進条例　等
市町村負担金の徴収について　等
令和元年度奈良県一般会計予算繰越計算書の報告について　等
地方自治法第179条第１項の規定による専決処分の報告について
監査委員の選任について
奈良県議会委員会条例の一部を改正する条例

高校生の県外流出率全国ワースト１改善のため、県立高校の募集生徒の
定員増枠を求める請願

原案可決
原案可決
原案可決
報告受理
原案承認
原案同意
原案可決

不採択

知事提出の予算案件
知事提出の条例案件

知事提出のその他案件
 

議員提出の条例案件

請　願

知事提出の予算案件
知事提出の条例案件
知事提出のその他案件

議員提出の条例案件

知事提出のその他案件

２件
８件
６件
１９件
１件
１件
１件

１件

※全ての議案等の件名及び議員別の表決結果は、ホームページに掲載しています。
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